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鯉叢
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蛤
蘭

叢

納
税
義
務
者

と
.し
て

の
丙
藏

、
.

債
値

の
類

型
と
個

性

:

禽

激

肚
會

改
造
哲

學
及
び
連
帯

思
想

・

基
督
教

文
明

の
獲
展
概

論

・

時

蛤
柵

天
然
資
源

の
國
際

的
開
放

の
原
則

・

産
業
組

合
中
央

金
庫

に
就

⊂

・
・

…説

苑

婚
姻
年
齢

の
統
計
的
研
究

・

雑

}録

失
業
「保
険
制
度

の
推

移

・

生

産
者
及
び
消
費
者

・
し
て
の
露
西
亜

:

世
界
的
貨
幣

問
琴

力
.
セ
ル
懸

樋
・
・

凋

逸

高

等

官

の
生

計

費

:

マ
ッ
ク

ス
・ウ

エ
ー

バ
ー

の
論

文

集

・

・
注
學
博
士

.
渋

墨

土

.
文
學
博
士

.
注
學
博
士

冒
法
學
博
士

.
法
學
博
士

.
経

済
學
士

■
注

學

士

■
繹
濟
翠
玉

■
純
濟

壌
土

.
郷
濟

學
士

●
注

翠

玉

神

戸

正

雄

恒

藤

恭

米

田

庄

太
郎

財

部

静

治

戸

田

海

市

河

田

嗣

郎

岡

崎

丈

競

一
戸

二

郎

藤

野

靖

小

川

繭

太

郎

・

岡

崎
.
丈

規

山

口
正

太

郎

一
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経

蘇

論

叢

第
十
⊥
ハ
巻

第
四
號

(慧

第
九
十
四
號
)

大
正
十
二
年
四
月
獲
付

議
言前

叢

F

納
税
義
務
者

ε
し
て
の
内
蔵

戸

正

雄

緒
言
〔
研
究

の
目
的
)

ラ

ラ

ラ

ラ

ラ

第

一
段

車

質
亡
し
て
の
君
主

の
納
税
義
務

二

不
課
税
の
實
例
二
課
税
の
實
例
A
直
接
税
B
間
接
税
c
地
方
選

(

(

(

(

(

第
二
段

理
論
工
り
見
た

る
君
主
の
納
税
義
務

ラ

ラ

ラ

ラ

其

一

君
主

の
固
視
義
務

(
一
木
課
税
の
理
由

ぐ、
反
駁
A
自
明
こ

い
ふ
設
B
永
含
時

の
慣
例
に
属
す
遣

い
ふ
読
C
敬
意
々
表
す
る
所
以
こ
い
ふ
説

く

く

く

く

功
圃
民
感
情

に
存
す

ミ
の
説
珂
君
主
の
灌
威

の
爲
め
・・
い
ふ
設
の
君
主
即

ち
画
家
な

ろ
故
ε
の
説
④
國
椹
櫓
當
者

ミ
し
て
國
鷹
よ
り
捕

捉
さ
れ

く

く

く

く

ラ

ラ

ラ

ざ

る
も

の
故

ミ
の
読
H
主
権
の
淑
生
達
し
て
廿
娯
…也
と
の
説
工
君
主
ぱ
保
護
な
受

く
る
も
の
に
非
ろ
故

こ
の
読
J
皇
室
費

の
不
十
分
な

乃
故

ご

(

(

.

(

ラ

ラ

の
説
K
王
有
財
産
が
王
室
費
の
代
り
・
、し
て
叉
ば
君
主
よ
り
画
家

へ
財
産
提
供
の
報
償

ざ
し
て
不
課
税

・、
望

、
の
誠
佳
特
定
財
産
反
に
狸
目

に

エ

ラ

　

ラ

ラ

就
春
不
課
稔
ミ
す
べ
し
ご
の
説

二
課
税

の
理
由
A
地
方
財
政

に
於
け
ろ
困
難
及
地

方
間
の
不
公
準
B
画
家
財
政

の
不
利
C
競

争
着
た
る
人
民

の

(

(

(

(
ラ

ラ

ラ

ラ

ラ

不
利
D
君
主
財
産
の
縄
濟
上
に

宮
内
吏
員
の
濫
用
ぼ

一
部
人
民
に
於
け

ろ
印
象
ω

「
部
人
民

に
於
け

る
脱
税
動
機
旧
、私
的
關
係
の
も
の
ξ
し
て

(

論

叢

納
税
義
務
者

ミ
し
て
の
内
臓

第

+
六
巻

(第
四
號

こ

五
入
三

.一一.一.一一
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囑

、
論

叢

納
税
義
務
者
ξ
し
て
の
丙
藏

、

三
實

税
の
方
法
)

く
其

二

若
虫

の
地
方
税
義
務

結
論
(全
曳
の
要
旨
)

第
十
六
巻

(第
四
號

二
)

五
八
四

緒

目口

〆

題
し
て
納
視
義
務
者
ξ
し
て
の
内
蔵
ε
い
ふ
。
人
を
し
て
題
意
の
何
邊
に
あ
る
や
か
、疑
は
し
め
や
う
が
、
卒
直

に
外
囲
流

に
い
へ
ば
納
税
義
務
者
ε
し
て
の
君
主

ε
い
ふ
こ
ご
で
あ
る
。
我
邦

に
て
斯
か
る
見
出
を
出
す
ご
ε
が

或
は
不
稔
當
か
ξ
考

へ
て
表
題

の
如
く
に
し
π
。
或
は
叉
納
税
義
務
者
ε
し
て
の
君
主
ε
い
ふ
こ
ε
は
外
國
で
は

問
題
ε
な
る
ε
し
て
も
、
日
本

の
如
き
特
殊

の

皇
室
を
有

っ
國
で
は
問
題
ε
な
ら

阻
、
想
像
だ
も
す
る
ご
ざ
が

出
来
阻
ε
も
見
ゆ
る
が
〔註
一)、
併
し
時
勢
の
進
展
は
人
.心
に
微
妙
な
る
愛
化
を
與

へ
て
、
事
物
を
歴
史
的
道
義
的

に
の
み
考
案
せ
す
し
て
、
理
性
的
論
理
的
に
も
批
劃
せ
し
め
、
其
結
果
こ
し
て
内
職
が
財
産
を
有
ち
、
其
が
私
人

の
有
ち
た
る
場
合
に
駕
す

べ
か
り
し
給
付
を
爲
さ
躍
.ε
き
に
、
之
に
謝

し
疑
問
文
は
不
満
を

い
だ
く
者
を
生
じ
て

居
る
。
そ
ん
な
考
が
心
得
違

の
甚
し
い
も
の
散
、
問
題
に
す

べ
き
も
の
で
な

い
ε
い
ふ
て
仕
舞

へ
ば
其
ま
で
讐
あ

る
が
、
私
は
冷
静
に
考

へ
て
之
を
不
問

に
附
し
て
は
な
ら
漁
ε
考
ふ
る
。
夫
の
疑
問
不
満
が
假
令
歴
史
的
道
義
的

に
見
て
不
當
亡
し
て
も
、
少
く
ε
も
理
智
の
腰
達
し
だ
近
代
人
の
頭

に
深
み
得
る
こ
ご
で
あ
る
以
上
は
、
人
を
し

も

ρ



、

て
萬
が
.一
に
も
斯

か
る
考
を
起
さ
し
め
ず
し
て
、

皇
室
を
し
て
眞

に
正
義

ε
愛

ξ
の
権
化
な
り
`
し
て
崇
敬
愛

慕
の
的
ご
な
ら
し
む
る
や
う
の
廃
置
を
講
ず

る
の
が
當
局
者

の
爲
す

べ
き
こ
ご
、
思
ぶ
。
之
を
不
問
に
附
す
る
に

.

於
て
は
累
を

皇
室

に
及
ぼ
す
。
そ
し
て
之
を
考
思
す

る
き

い
へ
ば
、
内
藏
所
麗

の
財
産

に
つ
き
租
税
に
相
當
す

べ

き
之
に
代
る

べ
き
下
賜
金
を
國
叉
は
地
方
團
艦
に
交
付
す

る
の
で
あ
る
。
若
も
此
が
行
は
れ
た
な
ら
ば

御
上
さ

へ
此
の
如
し
ε
い
ふ
こ
ご

＼
な

っ
て
、
曹
に

皇
室
の
糊
嚴
を
彌
が
上
に
も
増
加
す
る
の
み
な
ら
す
、
今
日
甚
し

,く
弛
解
し
セ
る
納
税
道
義
心
を
作
興
す

る
に
於
て
大
功
が
あ
ら
う
ε

思
ふ
。

私
は
敢

て
其
仔
細
.を

語
ら
う

ε
思

ふ
。
私
は
此

の
衣
を
公
に
す
る
馬
就

い
て
は
或
は
忌
憚

に
鯛
れ
は
せ
ぬ
か
ご
躊
躇

し
た
が
、
事
の
私
の
領
分
に
届

す
る
以
上
、
知

っ
て
言
は
ざ
る
は
不
忠
で
あ
る
ご
信
じ
た
し
因
り
、
盲
ふ
が
爲
め
の
故
の
不
患

の
罪
を
厩
僭
し
て

之
を
敢
て
す
る
。
言
辞

に
は
最
善
の
注
意
を
彿

つ
た
が
、
術
ほ
通
な
き
を
保
し
難

い
。
受
け
ざ

る
べ
か
ら
ざ
る
の

制
裁
.は
固
よ
り
辞
し
な

い
け
れ
こ
も
、
情
状

に
よ
り
許
さ
る
べ
き
だ
け
の
寛
恕
は
之
を
乞

ふ
者

で
あ
る
。

(聾

百

査

喬

か
り
で
な
く
・
外
層

て
も
贈
舞

納
婁

讐

問
讐

な
島

あ

覚

が
あ
・
。
例
之
、
・
ア
守

〒

が
、
國
零

ふ

り

,
人
格
者

に
つ
い
て
に
、
法
律
上
全
く
其
租
税
義
務
に
観
音
随

ふ
て
租
税
菟
除

に
つ
き
語
ら

る
㌧
能
に
す

》
}
い
ふ
六
。

第

一
段

車
實
と
し
て
の
君
主
の
納
税
義
務

↓
不
裸
視
の
實
例
一

君
主
の
納
税
義
務
に
つ
い
て
は
課
否
双
方
の
貸
倒
が
あ
る
。
本
來
、
租
税
に
は
租
税

疲

(

論

叢

納
税
義
務
蒼

し
て
の
内
臓

第
+
六
巻

(第
四
號

三
)

五
八
五
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論

叢

納
税
義
務
者
ミ
し
て
の
両
腰
.

第
+
六
巻

秀
四
號

四
)

五
八
六

の
原
則
が
あ
b
、
そ
し
て
其
意
味
は
國
内

の
能
力
め
る
人
格
者

は
す

べ
て
租
税
を
避
く

べ
か
ら
す
ε
い
ふ
こ
ご
で

(註
二
)
あ
る
け
れ
こ
も
」

君
主
の
特
別
地
位
を
考

へ
て
之
に

　
般
源
則
の

例
卵
を
認
む
る
例
が
少

く
な

い
(註
三
)。

共
は
曹

に
國
家
よ
り
君
主

に
寄
興
す
る
所
の
皇
室
費
に
於
て
の
み
な
ら
す
、
君
主

の
私
有
財
産
に
於
て
も
此

一
般

.

原
則
の
例
外
が
認
め
ら
る
〔註
四
)。
特
に
普
魯
西
の
如
き
は
明
か
に
少
く
8
も
直
接
諸
税
仁
就

い
て
之

を

認

め
た

(証
五
)。
日
本

で
は
内
藏

に
は

一
切
直
接
税
を
賦
課
せ
滋
。
瞥
業
視
は
問
題
ε
な
ら

撮
が
、
所
得
税
は
明
文
な

く
ご

も
之
を
課
せ
濾
し
、
内
藏
の
受
く
る
法
人
よ
b
の
配
當
所
得

に
も
之
を
課
し
な
い
。
地
租
は
御
料
地
は
勿
論
の
こ

ε
、
皇
族
賜
邸
、
太
皇
太
后
、
皇
太
后
、
皇
后
、
.皇
太
子
、
皇
太
子
妃
、
皇
太
孫
、
皇
太
孫
妃
、
未
だ
婚
嫁

せ
ざ

る
未
成
年
の
皇
子
及
皇
太
子
、
皇
太
孫
の
子
に
し
て
未
だ
婚
嫁
せ
ざ
る
未
成
年
着
た
る
皇
族
の
所
有
地

に
は
発
現

す

る
。
.關
税
も
御
料
品

に
は
冤
ぜ
ら
る

＼
。
其
他
、
間
接
税
に
於
け
る
質
権
の
韓
嫁
に
よ
る
も
の
は
避
ぐ
る
こ
ε

を
得

漁
が
、
直
接
税
は
假
令
明
丈
は
な
く
こ
も
、
内
蔵
不
課
税
ε
解
し
て
良

い
(註
六
)。
.

〔註

=
前

之
、

エ
ー

ベ
ル
・
-・
、
曾

緑

視

一
撃

要
求
即
ち
鋸

能
ヵ
あ

る
各
人
-・
人
格
の
顧
慮
な
く
租
税
窺

ふ
ミ

の
秦

が
白
襲

恵

は

ゐ

、

ぜ

い

ふ

。

(駐
;

軍

ル
及

・
ン
『

ド
は
租
税

】
般
原
則

の
例
外

・・
し
て
・
君
主
及
共

涙

の
免
税
々
擧
げ
£

ト
ベ
ル
・
ば
眞

の
冤
讐

し

て

之

な

擧

げ

、

ヘ
ッ
ク
ル
ば
、
今
も
筒
存
す

皐

観
的
免
税
の
禦

こ

て
之
々
擧
げ
・
グ
ル

ン
ζ

ル
は
撃

に
唯
省
ぽ
・
君
主

の

屡

の
免
税
が
維
持

さ

る

ぞ、
い
ひ
、

ロ
ソ
ソ
も

人
的

箆
醗

が

今
尚

通
例

獅
逸

の
君
主

に
存

し
、
往

々
臆
し

て
其

家
族

ド
ー
-存

す

ε

い
ひ

、

コ
グ

ナ
τ

は
、
全

く
國

鏡

々
免

す

ろ
は
普
國
で
は
王
寺

・
ボ
ー

(
ン
ツ
ナ
ル
・
ル
ン
家
蓼

・
で
あ

そ

・
諸

の
猫
逸
國
に
於
け

ろ
王
室
免
税
の
範
圏
に
異

ろ
ミ
い
慧

Eheberg,Fw.gAuflS.162-3.2)

Schall,AllgemeineSteuerleh[e.(Schbnberg.Hb、4At1月.III-L.)S.218.3)

Lehrbuch.163.0.S.Heckel,Conrad,Fw.2Aufl㌦S.26.Eheberg,a.a.
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,

(駐

四
)
ニ
ッ
チ
採
、
國
君
ば
到

る
毘

に
、
彼
に
指
定
さ
れ
た
皇
室
費

に
つ
き
て
免
税
さ
れ
、
國

の
大
部
分

に
て
に
、
其
私
有
財
産

に
つ
看
て
も
免
税

の

さ
ろ
ミ
い
ふ
て
居

ろ
o

(註
五
)
普
國
で
に
、
相
綾
税
に

つ
き

鴛
主
免
税
の
規
定
な
き
も
、
實

際
に
此
が
興

へ
ら
れ
、
所
得
税
法

に
に
明
か
に
王
室
及

ボ
ー

ヘ
ン
ツ
オ
ル
レ
ル

y
家
長
の
免
税
が
規
定
さ
れ

、
補
完
視
た

る
財
産
税
ば
之
に

つ
毒

所
得
稚
法

に
指
定

さ
れ
一
.随

ふ
て
其
免
税
が
之
に
及
炉
。

(註
六
)
ザ
イ
デ
ル
が
、
バ
イ

エ
ル
ン
に
つ
昔
、
国
君
は
凡
べ
て

の
直
接
税
よ
り
免
税
ぜ
ら

る
ろ
。
此
事
11
憲
法
に
も
醗
法

に
も
明
言
に
さ
れ
て
居
ら

ど

ね
が
、
其
に
も
拘
ら
す
此
國

の
國
法

上
.の
原
則
達
し
て
認
ら
れ
な
く
て
な
ら

η
こ
い
ふ
の
は
、
或
11
我
邦
に
も
當
籍

ま
う
か
も
知
れ
な

い
。

ラ

ノ

ニ
課
程
の
實
例
1

(

鋤
直
接
税
」

の
範
園

に
て
は
、
上
に
も

い
ふ
如
く
に
、
君
主
免
税
の
例
が
少

く
な
い
が
、
そ
れ
で
も
凋
速
の

く
二
三

國
で
は

明
　入
み

る
例

外

の
外

は
、
君
主

ε
錐

も
國

の
直
接

税
を
負

ふ
ご

い
ふ

こ
ε
で

あ
り

(註
七
)、
或
は

ア
ソ

バ
.ル
ト
の
如

き
で
は
、
国

君

ご
議
會

ご
の
間

に
協

定

が
あ

っ
て
、
長

年
間

↓
寇

し
た
牽

に
て
君
主

の
私

有
財
産

に

つ
き
課
税

せ
ら
れ
た

ε

い
ふ
こ

ご
も
あ
b
、
(註
八
)、
凋
逸

の

↓
九

一
　二
年

の
國
防

分
権
金

が
君
主

の
財

産
を
も
捕

り

・
促

し

て

居

り

、

英

国

ご

伊

太

利

己

で

は

君

主

が

進

ん

で

所

得

税

を

納

め

て

居

る

ε

い

ふ

こ

ε

も

あ

る
。

(
駐
九
)

(註
七
)
ヴ

ユ
ル
・プ
ン
ベ
ル
セ
、
ザ
ク
セ
ン
・

鋪
ー

デ
ン
に
て
11
・
国
君
に
圭

ざ
し
て
王
室
費

に
關
す
る
法
律
上
の
規
定

に
エ
り
て
各
箇

の
物
禮
に

つ

円

い
て
菟
視
さ
れ
て
居

ろ
が
、
其
規
定

な
音

だ
け
て
は
國
の
直
接
税
海
も
貢

ふ
ご
い
ふ

・ぎ

で
あ

ろ
。

(曲
人
)
ア

ン
ハ
ル
塾
隅、
に
、
国
君
ご
議

會
ミ
の
協
定
に
て
、
利
益
々
奉
ぐ
。へ
く
放
下
さ
れ
た
君
主

の
私
有
財
産
が
・
長
音
時
の
間
-
不
攣
的
に
協
定

の

さ
れ
た
傘
で
各
箇

の
税

に
馴

か
る
L
な
得

ε
い
ふ
こ

ミ
で
あ

る
。
.

,

(註
些

・
ソ
.ラ
昏

に
エ
れ
ば
、
英
国

王
ミ
伊
太
利
王
臣

自
顎
的

に
所
得
税
採
用
絵

に
地
貌

に
服
し
た
・・
い
ふ
こ
ミ
で
あ
り
・
フ
ル
カ
ー
に
依

論

叢
.

納
税
義
務
者

ぐ㌔
.し
て
の
丙
藏

第

十
六
巻

(第
四
號

五
)

葦
八
七

4)

8
9)

Nitti.Principes.327・P・

a.O.S.24,Noldeke,a.

Nbldeke,a.a.0.S.44,

Antoni,--asSteuersubekte.

5)Ndldeke,a.a.0.S.59-6c.

7)Lotz,a.a.0.S.267.

(FinanzArchiv.5J9・11.)S.4【9.
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論
.
叢

納
暁
義
務
者

ピ
し
て
の
内
職

第
十
六
巻

(第
四
號

六
)

五
入
八

期

れ
ば

、
英

図

王

に

シ

エ
ヂ

ユ
ー

ル
C

(公

金
庫

よ

り
梯

ば

る
う
も

の
)
の
外

は

所
得

脱

た
彿

ふ
ξ

い
ふ

こ

ご
で

め
ゐ
。

"

ラB
間
接

税
一

に

つ
き
、
其

の
課

せ
ら
れ

た
物

を

君
主

が
消
費
す

る
に
依

り

て
負

ふ
の
は

い
ふ
ま
で
も
な

し
ε

、

(

し

て

、

假

り

に
彼

が

消

費

税

を

賦

課

さ

る

べ
き

物

の

生

産

を

爲

し

た

り

窪

し

て

之

に
課

税

さ

る

べ

き

ゃ

ε

い

ふ

に

此

に

課

税

す

ご

い

ふ

の

が

、

凋

逸

で

の

一
般

の

解

繹

の

や

う

で

あ

る

(
註

一
〇
)
。

(註

脚
〇
)
(
ツ
ケ
ル
は
、
消
費
税
の
範
園
に
て
も

】
様

に
特
定
人
(國
冒
、
外
画
使
節
)
に
關
税
及
租
税
免
除
が
與

へ
ら
み
こ
い
ふ
が
、
其
中
の
關

程

の
方
ば
其
通
り
で
め
う
か
、
他

の
消
費
税

に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
然
ら
す
で
、
ネ

ル
デ
グ
に
依

ろ
ミ

事
買
上
.
凡
べ
て
の
濁
逸
各

部
で
は
・
國

慰
が
間
接
税
義
務
あ
ろ
條
件
た
充
た
す
ミ
き
に
は
、
例
之
、
彼
が
㎞国
家

へ
の
溜
費
税

に
服
す

ろ
漕
費
物
艘
を
貿

ふ
ピ
告
文
は
彼

が
租
税
な
櫓

へ
る

物
髄

為
生
産
す

ゐ
ξ
き

に
、
各
の
臣
民
ε
同
様

の
方
法

に
て
間
接
税
た
排

ふ
.ピ
い
ふ
、
、
ピ
で
あ
剛
、
特

に
普
國

に
て
も
特
別
囲
女
は
な

い
が
、

一

般
に
認
め
ら
れ
た
所
で
は
国

王
も
之

に
服

す
ε
い
ふ
こ
ざ
で
あ
ろ
。
術

ほ
關
税
に
關
す
る
国
君
の
冤
除

の
止

め
ら
れ
た
こ
書
も
あ
み
。
フ
ル
カ
ー

に
依

ろ
ε
、

「
五

二
二
一

二
三
年
の
蜀
逸
帝
国
臨
會
の
關
枇
法
案
で

匡
、
凡
べ
て
の
人
的
關
税
免
除

、
臆

っ
て
皇
帝
及
諸
候
の
其

が
止
め
ら
れ

恥

た
こ

い
ふ
こ
ご
で
あ

る
。

ラC

地

方

税

は

君

主

に

見

せ

ら

れ

る

例

も

あ

る

が

、

凋

逸

で

は

む

し

ろ

孰

れ

か

ε

い

へ
ば

之

に

課

祝

す

る
方

(

が

原

則

で

、

特

例

ε

し

て

之

を

除

外

し

て
居

る

ε

い

ふ

べ

き

で

み

る

(註

=

)
。

ラ

(註

一

一
V
子
ル
デ
ケ
に
之

に
つ
善
て
次
の
如
く
に

い
ふ
て
居

ろ
曰
く
、
地
方
税
で
ば
む
し
ろ
多
く
の
濁
逸
各
邦
に
て
国
君
々
得
税
す
ろ
。

a
ザ

〃
セ

(

ラ

ン
で
に
併
し
国

王
に
地
方
税

F
服
ぜ
抑
。
其
11
法
律
が
反
射
規
定
を
爲
す
か
ら
で
あ
ろ
。
b
け
れ
こ
も
既

に
バ
イ

エ
ル

ン
で
11
国
王
に
地
方
税
な

(

免
ぜ
ら
れ
な

い
。
但

」
ウ
ム
ラ
丁
ゲ
ン
だ
け
は
此
限
で
な

い
。
此
國
の
法
に
瓜
れ
ば
ウ

ム
ラ
τ
ゲ

ン
の
支
梯
義
務
は
國

の
直
接
醗
義
務
に
係
り
、

此
國

の
實
際
に
よ
れ
ば
国
王
が
直
接
国
税
為
擁

ふ
義
務
が
な

い
か
ら
で
あ

る
。
ヴ

ニ
ル
テ

ン
ペ
ル
ビ
、
バ
ー

ゲ
ン
で
ば

、
原
則
は
国
王
が
地
方
競

10)CQnrad,a.

11)Heckel,a.

29・

a.0,S.26.Walcker,Fw,S.29.
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「

に
撃

。
、聴
で
あ
る
が
、
法
律
上
特
に
指
定
・
れ
菟

税
規
豪

あ
・
。
音
量

は
國
誉

醤

縫

上
の
規
定

に
菟

除
さ
れ
な
い
喜

に

捕

方
聾

塑

.
そ
し
て
地
方
の
間
接
税
、
手
鑑

券

馨

匪

國
王
の
爲
め
御

銭

霧

-
禾

動
壽

に
て
《

義

(鷹

建
物

選

、
講

書

・
労

み
量

撃

盟

・
、
其
他
・
滝

建
物
・
喬

・
・
養

護

に
硬

玉
免
除
窺

擦

く
・
勢

研
窮

に
て
ば

ユ

王
室

員

ぐ、
ホ
ー

ヘ

ン
ソ
ナ

ル

レ
ル

ン
.家
員

な
.免

除

す

る
ε
・
-

第
二
段

理
論
よ
り
見
た
る
君
主
の
納
税
義
務

其

㎝

君
主
の
.國
税
義
務

ラ↑
不
課
税
の
理
害

其
反
駁
一

上
に
い
ふ
如
急

走
不
課
税

蕊

ふ
・
ご
は
假
令
反
射

の
例
は
あ
2

も
・
爾

ほ
可
な
り
廣

一
行
は

れ
て
居

る
ε

い
ふ
て
可

で
あ

む
。

そ
し
て
其

理
由

は
何
庭

に
あ

る
か

ご
い
ふ
オ
。

ラ齢
或
は
君
主
に
課
税
せ
碧

い
ふ
・
ε
は
白
黒

こ
も

い
ふ
垂

二
)。
け
れ
こ
も
後
に
い
ふ
如
く
之
に
裸
視
す

べ
き
積
極
的
根
擦
も
あ
る
か
ら
、
讐

自
明
ε
の
み
で
は
説
明
ξ
し
て
不
満
足
で
あ
る
・
或
は
此
自
明
ピ
い
ふ
こ

ε
に

つ
き
、
君
主

が
臣
民

で
な

い
か
ら

之

に
裸
視

さ

れ

澱
の
が
自

明
だ

円
い
ふ
が

あ
る
(彗

三
)
。
如

何

に
も
租
税

の
出
盛

は
國
家

産

民

あ

關
係
に
あ
・
で
あ
ら
・つ
が
、
事
讐

し
て
既

・
臣
監

外
の
外
囲
人
・
統
治
腱

に
も
課
せ
ら
・。
る
一
、
嘉

あ
る
に
依

っ
て
見
れ
ば
、
此
君
主
が
臣
民
で
な
い
蕊

ふ
・
か
ら
し
て
直
ち
長

課
税

を
否
定
す
る
.
ご
を
鑑

。
特

に
恰
か
美

の
麦

を
駕
す
者

が
他
方
に
至

が
地
方
嬉

し
て
其
從
薯

ご
し

て
地
方
撃

納
む
る
を
得

る
を
認
む
る
に
於
て
、
何
故

に
彼
が
其
國
家
、へ
の
麓

看
の
資
格

に
て
納
學

べ
か

ら

論

叢

魏

霧

者
、、し
て
の
内
臓

第
芙

巻

〔第
四
號

七
)

五
八
九

12)Nbldeke,a.a.0.S.4546、47.6ト2、Kaufmann ,

S・334.347.Zelle,Stddteordnungetc,S.82,

KommUna1丘nan2en.II.
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ド

'

論

叢

納
税
義
務
者

こ
し
て
の
内
臓

第
十
六
巻

(第
四
號

八
)

五
九
〇

ざ

る

か

を

解

す

る

に

苦

し

む

〔註

一
四
)
。

・

㌔

〔註

一
;

ザ
イ
デ
ル
に
、

バ
イ

エ
ル
ン
に
つ
き
八
が
、
其
後

に
於
け

直

接
税

に
閲

す
る
立
法
藁

て
、
租
税
免
除

の
排
除
及
租
税
改
革

の
貴
行

の

、

、

、

、

、

、

13

後
に
、
國
最

の
租
税
免
除
な
自
明
こ
見
傲

』

随

ふ
て
之
な
明
言
し
な

か
っ
た
ピ
い
ふ
て
居
ろ
。
.

)皿

(註

≡

)
ザ
イ
デ
ル
に
、
国
王
が
臣

民
で
な

ピ
か
ら
、
彼
の
直
接

税
免
除

々
自
明
で
あ
る
こ
し
て
設
明
し
て
居
ろ
。

(註

一
四
)
ネ

ル
デ
ケ
ー工
曰
く
、
君
主
が
國

の
臣
民
で
な

い
の
に
、
其
画
家
的
共
同
團
麗
丙
に
於
け

ろ

】
の
法
人
に
過

ぎ
す
し
て
、
其
課
税
権
が
圃
家

の
租
税
高
櫨

の
派
生

に
過
ぎ
ざ
る
地
方
團
離

の
從
　勘
考
た
る
こ
ミ
が
可
能
な
り

や
、
ザ
イ

デ
ル
に
依
れ
ば
君
主
が
地
方
税
な
佛
ひ
得

ろ
ぐ、
い
ふ
が

其
ば
君
主
が
私
法
上

の
財
産
主
聡
た
み
だ
け
に
て
其
地
方
の
從
驕
看
た

る
が
爲
め
で
、
其
掛
合
に
ば
君
主
ば
画
家
椛
方
よ
り
し
　、
も

、
国
税

に
班

瑚

か
ろ
ゐ
を
得

ざ
ろ
べ
か
ら
す

ご
。

璃

或

は

此

免

税

が

歴

夏

的

の

も

の

だ

こ

か

永

き

時

以

來

の
慣

例

ド
　騙
す

る

ご

か

い

ふ

こ

ご

に

よ

り

て

説

明

さ

る

(
＼

が

(註

一
五
)
、

併

し

別

に

い

ふ

如

き
課

税

の

理

由

も

あ

る

ε

い

ふ

に

於

て

、

飽

迄

其

慣

例

に
捉

は

れ

な

く

て

は

な

ら

阻

ξ

い

ふ

こ

ε

は

な

い

筈

で

あ

る

。

此

冤

視

理

由

は

眠

い

も

の

で

は

な

い

。

(駐

一
五
V
咽
ッ
ッ
に
、
黒
垂
の
租
税
特
椹

の
説
明
ば
第

一
に
に
歴

堤
的
で
あ

る
。
世
襲
宿
主
國
で
ば
、
君
主
が
免
税
で
あ

っ
た
。
何

.、
な
れ
ば
彼
が

最
初

に
ば
其
私
有
財
産
か
ら
し
て
営
内
及
政
府
の
費
用
な
支
扮

ひ
、
後
此
攻
入

の
不
十
分

ζ
な
る
に
及
ん
で
租
稚
を
補
給
ぐ」
し
て
協
賛

さ
れ
得

る

こ
ε
ミ
な

っ
た
か
ら
で
あ

ろ
・
そ
し
て
此

特
段
な
る
地
位
が
、
専
制
時
代
た
通
じ

、
纏

い
て
憲
法
國

に
留
保

さ
れ
た
ε
い
ふ
て
居

ろ
。
そ
れ
か
ら

一
九

=
二
年

の
国
防
分
櫓
金
法

の
帝
国
議
會
及
其
委
員
會

に
於
け

・o
討
議

四
強
て
、
政
府
に
君
主

不
課
税

の
理
由

の

一
ぐ」
し
て
、
国
君
が
免
税
さ

塒

み
ろ
こ
ε
の
.原
則
は
各
国

「[
て
憲
法
が
面
木
だ
存
在

ゼ
ざ
る
時
代

に
溯

る
ピ

e
ふ
ご
ε
心
擧
げ

た
ミ

い
ふ
こ
こ
で
あ
る
。

ラC

或

は

此

免

税

恩

国

民

が

君

主

に
野

し

敬

意

を

表

す

る

所

以

だ

、

君

主

に

謝

し

て

課

税

を

濡

す

は

無

禮

だ

ξ

も

(

1謬)

14)

15)

16)

Nbldekc,a.a.0,S.24.

N61deke,a,a,0.S.33.
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,

説
明

せ
ら

る

、
(註

一さ

。
或
は
之

に
封

し
全
膿

の
利
益

の
爲

め
に
は
課
慌

位
の

こ
ご
仕

方
な

し
ε

い
ふ
見

解

も
み

る
が
(註
一
七
)
、
其
繕

當
な
解
繹
で
は
な

い
。
特
に
我
邦
で
は

・皇
室
最

恵
を
漱
ぐ
る
こ
嘉

矢
張
り
塗
膜

の

利
益

に
合
す

る
こ
い
は
な
く

て
は
な

ら

の
。
尤
も
更

に
進

ん
で
考

ふ
る
ε
、
皇
室

に
挽

を
課

し
陀
ε
し
て
も
十

分

敬
意

を
霊

し
た
特

別
な
形
式

を
取

る
こ

ε
も
出

来
、
特

に
何

に
も

御

上

に
申
出

つ
る
な
ご」
い
ふ
の
で
は
な
く
、

全
く
内

蔵
を
預

る
.所

の
役

人

に
謝

し
、
其
役

人

に
就

い

て
取
調

べ
の
上
駕
す

こ
ε

、
な

る
か
ら
、
御

上

に
失
禮

な

ご

、
い
ふ
こ
ご
に
は
な
ら

躍

ご
も

い
ひ
得

る
(註
】
八
)。

特

に
嘗

て
は
挽
を
彿
は

滋

二
ε
が
、
即
ち
免
税

の
特
典
を

有

?

ぎ

が
名
誉
ご
さ
れ
た
・
毫

あ
る
が
(諸
兄

)、
今
日
で
は
む
し
ろ
之
を
彿
謎

の
は
不
名
轡

で
・
彿

ふ
の

が
名
轡

こ
せ
ら
れ
、
叉
せ
ら
れ
な
↑

て
は
な
ら

戯
時
代

で
め

つ
て
見

れ
ば

、
内

職

に
於

て
椀

を
納

め
ら

れ

頭

こ
ε

は
決

し
て

御

名
響

の
こ
ε
で
も
な

し
、
微

意
を
献

ぐ

る
所

以
で
な

い
ε
も
見
ら

る

、
。
特

に
議
會

な
ご

よ
り
問

題

と
す

る

の
は
是
様

に
よ
り

て
は
敬

意

を
失
す

ご
も

い

へ
や

う
が
、
併

し
若

も
幸

に
し

て
内
絨

に
於
け

る
責
任
者

が
篇

ε
熟

考

し
て
計
査

し
、
聖
断
を

仰
ぐ
な
ら

ば
、
そ

し
て
共
結
果

ε
し

て
椀

ご

い
は
す

ε
も
、
之

に
代

る

べ
き

何
物

か
を

下
賜

さ
る

、
こ
ご
に
で
も
な

る
な
ら
ば
、
如

何
に

皇
室

の
働

き
を
人
民

に
戚

銘
せ
し
む

る
で
あ
ら
う

か
。
皇

室

さ

へ
斯

の
如

し

ご

い
ふ
こ

ご
に
て
各
人

の
納

税

の
念
も
盛

ん
に
な

つ
で
來
や
う

し
、
特

に
人
民

の

皇

室

に
劃
す

る
翫

慕

の
念

は
彌

が
上
に
も
盛

ん
に
な
る
で

あ
ら
う
。

(聾

六
)
ア
ン
ト

ニ
ー
昌

・、
、
人
に
往

隠

し
て
君
主

に
に
決
し
て
直
接
馨

課
し
て
に
な
轟

。
何

要

れ
箕

免
難

生
椹

の
意

義
よ
り
結

論

叢

納
稔
義
務
者

・・
し
て
の
内
臓

竿

六
巻

〔第
四
號

九
)

五
空



ρ

、

論

叢

魏

露

営

し
て
の
丙

藏
.
.

竿

六
春

窮

四
號

δ

)

尭

二

論
ぜ
し
め
ざ
ろ
場
倉

於
て
・
其
課
税
に
避
く
・へ
な

ざ
ろ
如
き
至

の
財
鷹

態

に
立
入
・
こ
・、が
少
く
・、
も
不
適
聳

つ
纒

で
あ
ろ
か
ら

塒

こ

い
ふ
主
張

な

爲
し

た

ぐ㌔

(聾

七
)
ア
・
ト
・
-
に
之
詳

・
て
・
此
の
聖

・藁

見

べ
て
の
場
食

正
聳

つ
當
然
・・驚

ら
う
る
、謡

曲
餐

。
鵯

畏

の
各
個

の
雑

沓

全
羅

の
利
禦

之
に
　

侵
・
ゐ
…

註

、
及
落

・
会

巨

て
に
出
番

い
。
.柴

君
主
の
私
有
財
雍

爵

の
不
動
産

　

叉

一1
特

に
管
渠

に
投
下

さ

う
ろ

こ
音

に
場
合

で

あ

る

ミ

い
ふ
て
居

ろ
。

へ聾

八
)
ア
三

〒

に
客

の
蓼

暑

虫
の
不
動
甕

鍵

の
其
あ

管
罪

緬
婁

・
雛

に
て
壽

さ
れ
な
く
て
な
ら
雰

ら
、
霧

官

製

各
箇
の
塁

哲

就
い
て
・
羅

の
爲
め
垂

要
な
皐

項
の
報
告
集

め
・
言

、
君
主
の
私
的
事
情
へ
の
不
量

る
優
人
.、際

は
ゐ

助

る

こ
ミ
が
出

來

澱
で

あ

ら

う
ε

い
ふ
て
居

ろ
。

鋤

(註

[
九
)
コ
ー

ン
に
、
中
世

の
粗

な

る
観
念

ε
し

て

、
貴

族

の

名
誉

が
菟

脱

ぐ、
結
付

く

こ
ぜ、
々
學

ぐ

。

功
或
ば
國
民
の
感
情
が
君
主
免
税
を
希
堅
す
ε
い
ふ
こ
毫

読
響

な

る
。
特

に
我
国
な
ご、
で
は
此
が
強

い
。

く
国
民

ε
し
て
は
感
情
上
誓

は
恥
し
に
之
を
希
望
す
る
ε
い
ふ
こ
ご
が
あ
る
。
比
熱
か
ら
し
て
何
　
も
日
本
で
税

法

な
ご
で
内
職
を
課

税
す

る
こ
ε
に
定

め
る
の
は
適
當

で
な

い
ε
い
ふ
こ
・・
に
な

る
。

つ
ま
り
む

し
ろ
内
藏
責

任

者
よ
b
し
て
の
鼠

的
の
或
給
付
の
階

に
依
る
・
ε
が
最
無
難

で
ゐ
・
。
尤
も
翁

で
は
今
日
は
む
し
ろ
國
風

威
情

上
は
課

税

に
傾

く
ε

い
ふ

こ
ε
で

あ
る
(註
二
〇
)。

(註
=
O
T

ラ

・
占

・
貧

の
正
意

情
も
畢

要
書

麦

踏
ん
毫

ゆ
べ
か
・b
ざ
る
君
麦

藁

藤

の
轟

が
婁

政
策
上
に
も
租
駿

鋤

簾
上
に
』
理
由
附
け
し

め
な

い
で
め
う
こ

い
ふ
て
居

ろ
。

画
嚢
は
君
主
が
納
税
す
る
こ
ε
は
君
主
の
権
威

に
騙
す
る
か
ら
之
に
課
税
せ
訟
が
良

い
嘘
も
い
は
る
る
。
け
れ

(

し

20)Cohn,Fw・S・252・

A.T.S、26呂.21)Sch色f日e,Steuern・
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こ
も
此
細

視

ε
権
威

ε
が
両

立
す

べ
か
ら

ざ

る
も

の
ε

い
ぶ
の
で
な

く
、
君
主
が
納
税
す

る
こ
ε
に
依

っ
て
却

っ

」

て

一
層

の
権

威
を
騒
揚
す

ご
も
解

心
得

る
(註
一
=
)。
尤

も
之

を
我
邦

に

つ
い
て
適
用
す

る
ご
、
或
は
動

も
す

れ
ば

入
を

し
て
誤
解

せ

し
め
て

皇
室

の
権
威

を
傷

け

る
こ

ご
ご
な
ら

謁
ε
は

い

へ
な

い
。

け
れ
ご、
も
前

K
も

い
ふ
如

く
、
内
蔵

よ
り
町
自
獲

的
給
付

ε
い
ふ

二
だ
に
な
れ
ば

此

に
於
て
別

に
支
障

は
な

か
ら
う

ε
思
は

る

る
。

(註

二

ご

プ
ア
イ
フ
ア
浅

・
篁

が
各
人
民

・尚

様

に
画
家
の
麗

に
51
か
ろ
う
こ
葭

、
君
主

の
威
厳

三

致
ぜ
害

い
ふ
非
讐

全
く
無
力

鋤

な
る
非
難
で
あ
ろ
こ
い
ふ
て
居
る
。

F
或
は

君
主

は
即

ち
国
家

で
あ

っ
て
、
国

家

の
化

身

`
し
て
國
家

ε
離

る

べ
か
ら
ざ

る
の
關
係

に

あ
る
玉
、
國

こ
家
が
君
主

に
課

祝
す

る

こ
ε
に
よ
り

て
自
己
課
税

巴
な

る
か
ら
避
く

津、
き
も
の
で

あ
る
ε

い
ふ
考

も
あ

る
(註
二
二
)。

併

し
国
家

の
自

己
課

税

は
實
例

も
あ
b
、
理
論

上

に
も

認

め
ら

る

べ
き
こ

ε
で
あ

る
か
ら
、
国
家

の
自
己
課
税

の

故

を
以

て
夫

の
課

税
を
不
當

ε
は

い
ひ
難

き
の
み
な
ら

す

、
国
家

ε
君
主

ご
の
同

一
艦

ε

い
ふ

こ
恩
が
必

ず

し
も

い
ひ
得

べ
か
ら
す

し

て
、
む

し
ろ
君
主
は
国
家

の

一
機

關

ご
見

る
が
適
當

で
あ
り
、
且

つ
や
君
主

の
も

つ
所

の
私

有
財

産
は

、・
彼

が
國

の
機
關

ξ
し
て
も

つ
の
で
も
な

く

、
私

人

《」
し
て
も

つ
も
の

ε
見

る
の
が
至
當

で
あ
ら
う

か

ら
、
此
見
地

か
ら

し
て
も
夫
.の
主

張
は
當
ら

ぬ
〔註
二
三
)
。
或

は
此

の
如

き
は
我
邦

に
適

用
す

る
ε
し

て
は
不
穏

當

か
も
知

れ
な

い
。
我
国

に
於

け

る
解

繹

ξ
し
て
は

君
主

即
ち
国
家

ε
も

い

へ
や
う
し

、
具
な

れ
ば
内

藏

の
課

税

を
以

て
国
家

の
自
己
課

税
ε
解

し
、

国
家

の
自

己
課
税

も
差

支
な

し
ご

い
ふ
こ
ご
に
て
、
其
課

税
を
擁
獲

し
得

る
。

論

叢

綿
種
義
務
者
ぐ」し
て
の
内
臓
.

第
十
六
巻

(第
四
號

一
}
)

五
九
三
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「
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.

可

論

叢

納
税
義
務
者
ξ
し
て
の
内
職
.

第
十
大
巻

(第
四
號

【
二
)

五
九
四

或
は

　
歩
進

ん
で

聖

上
は
人

格
者

で
は
な
く
て
、
神

格
を
備

へ
だ
ま

ひ
て
國

の
上

に
立
ち
此

國
を
統
治

せ
ら

る

る
御

方

に
て
、
其
方

に
謝
し
て
課
税

ε

い
ふ

こ
ε
考

ふ

べ
か
凱
す

ご
解
す

る
こ
ご
も
出
來

る
。
併

し
此
場
合

に
も

聖
上

オ

聖
上

の
御
賄

ひ
を
預

る
所

の
内

職

ざ
は
別

で
、

壁
土

の
御
許

に
仕

へ
奉

る
所

の
内
減

が

一
の
私

注
上

の
人
格
者

ε
な

っ
て
財
産

を
持

ち
経

済
的
活
動

を
爲
し

得

る
。
此

私
法
上

の
人
格
者

が
納

税
す

る
ε

い
ふ
こ
ε
は

少

し
も
差
支
.な

い
の
み
な
ら
す

當
然

の
こ
ご
だ
ε
も

い
ひ
得

る
。
尤

も
前

に

い
ふ
別

の
根
撮

よ
り
納

税

ご

い
ふ
名

を
避

く

る
の
穏

當

也
ご

い
ふ
こ
.乙
は
あ

る
。
又
我

邦

に
於
け

る
解
繹

ご
し
て

君
主
即
国
家

ピ
解

し
だ

ε
し

て
も
、

其
國
家

ε
同

】
ε
申
上
げ

る
所

の

君
主

ε
、
真

下

に
経
済

を
司

る
所

の
内
職

ε
は
槻
念
上

別
な
リ

ビ
解

七
て
、

其
内

藏

に
射

し
て
課
祝
す

る
こ

ε
妨

ゐ
ら

す

ご
も

い
ひ
得

る
。

(垂

三
と

空

三
年
の
国
防
分
措
金
法
の
帝
闕
議
會
及
其
委
員
會
に
於
け
ろ
討
議
に
際
し
、
政
府
が
君
主
不
課
税
の
理
由
の
一
ドこ

て
-
画
家
の

課
税
高
塑
為
含
男
た
る
國
椹
の
化
身
ぐ、し
て
の
国
君
の
地
位
よ
り
、
彼
の
人
格
が
課
税
に
服
ぜ
ざ
ろ
こ
ε
が
生
す
こ
い
ふ
ご
ξ
毎
擧
げ
た
ミ
ゼ
ふ

29

・
、ご
で

あ

る
。

(註

二
=
じ

ロ
ツ
ツ
に

、
租

税
負
櫓

の
引

畏

に
關
興

す

る
・
「
ミ
が

、
圭

樒

に
反
す

ε

い
ふ
常
時

起

つ
た
理

由

11
、

近
時

の
国

家

親

に
よ

り

て
凡

べ

て
の

君
主
に
に
維
持
ゼ
し
め
喜

び

、
ア
・
上

-

に
、
議

の
意
昧
藩

く
撲

薯

ざ
ろ
暮

に
・
所
得
及
羅

再

国
難

引
く

こ
ε
に
原
則

上
の
障
碍
は
な

い
。
此
場
合

に
に
国
君
は
其
全
所
得
に
つ
い
て
で
は
な
く

て
、
此
が
其
私
的
財
産
よ
り
生
す

る
だ
け
に
て
・
凡
べ
て
の
直
接
國
醗

に
引
入
れ
ら
る
ろ
旭
得

る
、
即

ち
八
が
君
主
の
所
得

に
於
て
、
此

の
如
き
も
の
が
画
家
よ
り
憲
法
上
に
興

へ
ら

る
る
も
の
が

(王
室
費
)
・
叉
に
其

私
有
財
産
£
リ
得
た
も
の
か
な
匝
刑
す
べ
音
で
あ

み
ぞ」
い
ひ
、
ネ

ル
デ
ケ
ぽ
、入
が
君
主
に
国
家

の
機
關

で
な
く
て
.、
君
主
ば
支
配
者

ミ
し
て
画
家

の
上

に
立

つ
ミ
い
に
ざ
る
.へ
か
ら
ざ
る
ぞ、き

に
、
そ
し
て
此
が
近
代
の
國
に
も
省
行

は
ろ

み
な
得

る
ε
き
に
・
此
国
家

の
漕
圭
に
封
ず
ろ
無
能
の
.

23)NOIdeke,a,a.0,S,22.



設
は
、
圭
綴
音
が
英
主
椹
者
ε
し
て
の
資
酪
に
て
自
ら
課
税
し
龍
は
ざ
る
だ
け
に
て
に
正
當
で
あ
ら
う
が
、
莫

に
も
拘
ら
ヂ
彼
が
私
杢

・
し
て
自

ら
課
税
し
能

ふ
か
ば
別
問
題
で
あ

ろ
。
ー
-

暮
制
國

に
關
す
ろ
改
頁
さ
れ
た
理
解

匡
`
れ
ば
、
君
主

に
唯
だ
税
法

の
下
に
立

つ
画
家
の

一
機
關

こ

し
て
見
ら
れ
一

君
主
が
本
來
某
客
主
と
ば
匠
別
さ

る
べ
き
圃
家

に
射
し
て
税
な
排

ふ
こ
ご
が
出
来
、
一

特

に
圃
庫
ご
君
主
金
庫

と
が
分
離
す

謝

る
に
於
て
、
.私
人
こ
し
て
の
着
生
金
庫
よ
り
圃
庫
へ
稀
な
佛
は
し
む
こ
ご
ば
可
能
達
し
て
考
ふ
べ
き
こ
芝
で
め
る
ざ
い
ふ
。

ラG
或

は
君
主

は
国
権

の
澹
當
者

ε
し
て
國
灌

其

の
も

の

に
よ
り
て
捕
捉

さ
る

＼
こ
ε
の
出
來

楓
も

の
だ

か
ら
謀

(
税
す

る

こ
ε
が
出

張

濾
ε

い
ふ
見
解

も
あ

る
(註
二
遇

。
併

し
前

に
も

い
ふ
如
く

君
主

が
国

権
其
も

の
こ
睡

る

ぺ
か

ら
ぎ

る
關
係
を

も

つ
外

に
、
共
財
産

に

つ
き
私
的
關

係

に
於
け

る
人
格

者

ε
し
て
の
資
格

を
持

ち
得

る
し
、

我
邦

ε
す

れ
ば

聖

上
は
国
権

の
捲

當
者

に
渡
ら

せ
た
ま

ふ
が
、
内

臓

て
ふ
別

の
入
縮
者

が
あ

っ
て
細
視

ε

い
は
ず

ε

も
之

に
代
る

べ
き
給
付

を
駕
す

ε
し
て
見

れ
ば
差
支

が
な

い
。

(註
=
四
V
一九

=
二
牟
の
国
防
分
捨
金
法
の
帝
圃
議
會
及
同
委
負
會
に
於
げ
ろ
討
議
に
際
し
、
政
府
が
君
主
不
課
排
の
理
由
の
[
ご
し
て
、
国
君
が

閾
搬

の
播
常
者
ご
し
て
、
國
櫨
其
も
の
よ
り
捕
讐

ら
る
㌧
能
に
ざ
ろ
が
故

に
、
直
接
国
税
よ
り
免
除

ぜ
ら
を

こ
ε
は
濁
逸
国
法

の

一
般
原
則

濁

な
り
ε
い
ふ
ご
ミ
寿
　挙
げ
た
。
.

ラH
或

は
君
主

の
不
課

椀

ε
い
ふ

こ
ε
は
圭
灌

の
派

生

で
、
刑

法
上
の
免
責

の
如
く

明
文

は
な
く

ε
も
、
當

然
の

(
こ
ε

、
し
て

い
ふ
を
待

な

源
所

・し
い
ふ
説
も

あ
る
が

〔註
二
五
)、
併

し

一
方

、
刑
事
上

の
免

責

の
こ
ξ
が
憲

法
L⊥
に

明
衣
を
以

て
定

め
ら

れ

つ
、
、
君
主

の
租
税
免
除

に

つ
き
何
等

の
明
文

な

き
以
L⊥
は
、
君
主
は
比
熱

に

つ
き
何
等

の
留
保
を

爲

さ
す

、
随

ふ
て
む

し
ろ
課
税

の
可
能

を

承
認

し
た

も
の
ε
解
す

る
を
得

る
。
假

り

に
文
暦
史
的

に
君

論

叢

納
税
義
務
着
電
し
て
の
内
臓

第
+
六
巻

(第
四
號

≡

)

五
九
五

24)Lotz,a.a.0.S.267.Anton「,a.a.0.S.4【8.

25)N61deke,a.a.O.S.22.

Nδ1deke,a.a.0,S.26-7.

、



ρ

驕

叢

納
税
義
務

者
ミ
し
て
の
内
臓

第
十
六
巻

(第
四
號

」
四
)

五
九
六

主

菟

税

の

特

権

が

存

在

し

た

ε

す

る

も

、

既

に

國

家

自

ら

国

家

を

課

税

す

る

こ

ご

あ

る
以

上

、

免

税

が

主

権

の

振

生

`

い

ふ

こ

ε

が

い

ひ

得

べ
き

も

の

で

な

く

(註

二
六
)
、

随

ふ

て

之

を

取

去

る

こ

ご

の

出

家

な

い
も

の

ε

い

ふ

こ

巴

は

出

京

す

、
.合

法

の

手

綱

に

依

る

嫁

ら

ば

國

家

乗

は

君

主

に

よ

b

て

之

を

塵

止

し

制

限

す

る

こ

ご

は

出

來

得

な

い

も

の

で

は

な

い

(註

二
七
)
。

(註
二
五
)
此
に

ハ
ム
の
説
で
あ

る
。
曰
く
、
腎

人
の
今
日
の
公
法

の
説
明

の
爲
め
匡
に
、
歴
史
的
號
達

に
湖
み
こ
ご
、
奮

時
の
原
則
及
専
制
饗
主
圃

の
見
解
た
引
来

る
・
ミ

が
絶
勤
に
要
求

ぜ
ら

る
＼
D
そ
し
て
此
に
依
れ
ば
専
制
君
主
ば
圭
椹
者
こ
し
て
、
彼
の
立
法
権

ミ
の
關
係

に
於
て
・
二
の

人
的
高
梅

、
即

ち
刑
法

ド
射

し
て
の
刑
罰
免
除

、
税
法
に
弱
し
て
の
租
税
免
除
存
有

っ
た
。
憲
法
的
君
主
国

へ
の
過
激

に
際
し
、
君
主
よ
り
し
て

英
主
椹
及
特
に
立
法
惟
が
取
去
ら
れ
な

い
で
、
唯
ズ
彼
こ
の
合
意
に
よ
り
て
制
限
ゼ
ら
れ
六
「
止
ま

る
か
ら

、
立
憲
的
君
主
拭
、
今
も
荷

ほ
刑
罰

及
租
税
免
除
た
も

つ
o
勿
論
、
憲
法
申

に
、
国
君
不
可
侵
の
規
定

に
よ
り
て
、
刑
罰
冤
除

の
み
が
明
言
ゼ
ら

ろ
」
。
此

よ
71
し
て
に
租
税

免
除

が

必
然
に
に
生
じ
な

い
。
併
し
憲
法

の
規

定
に
て
主
催
が
書

ひ
表
に
さ
れ
、そ
し
て
刑
罰
及
租
税

の
.免
除
が
主
催
の
派
生
で
あ
ろ
6其
故

に
立
憲
国

の

君
主
に
免
税
ゼ
ら

る
㌧
。
各
〔箇
の
國

に
て
君
主
が
租
税
為
佛

ふ
ピ
も
、
其

ば
彼

の
免
税

に
於
け

る
彼
自
ら

の
抛
棄
で
あ
る
ご
〔ネ

ル
デ
ケ
に
依

ろ
)

術
ほ
ア

ン
ト
ニ
ー
も

、
諸
国

に
行
11
る
＼
原
則
に
依

れ
ば
、
圭
灌
の
自
然
的
性
質
が
人
税

エ
り
し
て
の
君
主

の
.免
除
な
意
味
し
、
此
観
察
殿
工
り

す
れ
ば
尉
主
に
人
税
即

ち
所
得
及
階
級
税
な
課
し
な

い
こ
ミ
が
例
外
ご
し
て
に
現
ば
紅
な

い
で
、
む
し
ろ
輩

に
支
配
者

の
地
位
及
横
利
の
必
然

の

結
界

・
し

て
現
ば

き

い
ひ
・
シ
ヤ

ル
及

〒

魂
ル
・
に
・
君
主
の
免
税
ば
支
配
ず
る
意
思
の
人
的
代
表
者

ミ
し
て
の
財
主

の
地
位

轟

辯
護

ぜ

勤

し

む

ε

い

ふ
。

(註
二
六
)
ネ

ル
デ
.ク
に
、
立
蕎

謬

君
主

が
租
椎
免
除
の
　纏

な
畏
く

る
こ
・裁

正
寧

・
認
め
て
も
・
既
免
除

が
取
去

る
・へ
か
ら
ざ
う
も
の
ご
い
ふ

こ
農

繁

さ
れ
ね
・
向
寒

れ
髭

纏

が
君
主
の
議

の
涯
害

い
ふ
、
-羨

い
直

な

い
か
ら
三

㌔

(註

=
t
)
ネ

ル
ア
ケ
は

、
此
に
主
張

さ
た
た
る
租
税
免
除
が
精

々
、
.當
時

も
術
存
す
ろ
君
主

の
特
灌
に
止
ま
り

、
法
律

に
合
ふ
た
方
法

に
て
之
な
取

26)Nbld囎kじ,a.

Ebeberg,a.

27)N61deke ,a,

a.

a.

a.

0.S.z3、Antuni,a.a.0.S.418.Scllall,a.a・0・S・m8・

O.S,163,

o.s.36.
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口

珊

去
み
こ
ご
に
は
、
国
家
槽
力
の
矯
め

」に
不
可
能
が
存
し
得
な

い
も
の
で
あ
る
こ
い
ふ
。

1

或

は

君

主

は

人

民

に

劃

し

保

護

を

與

ふ

る
も

保

護

を

憂

く

る

吃

の

で

な

い
。

故

に
租

税

義

務

な

し

ε

い

ふ

が

(

あ

る

(
註
二
八
〕
。

併

し

比

論

は

租

税

義

務

を

以

て

保

護

を

受

く

る

こ

ε

に

基

づ

け

る

も

の

で

、

其

前

提

自

身

が

間

違

っ

て

居

・る

か
ら

、

結

論

た

る
此

説

も

亦

探

る

こ

ざ

を

径

漁

。

(註
二
八
)
ク
レ
ー

マ
ー
ば
、
君
主

は
君
主
・、
し
こ
に
租
税
義
務

が
あ
男
能
に

鴻
。
寧

・
な
れ
ば
彼
に
之
が
構
利
者
で
あ

ろ
か
ら
。
彼
は
其
保
護
な
受

の

け
な

い
。
何

・・な
れ
ば
、
彼
ば
彼
自
身

の
爲
め
に
存
し
な

い
で
、
其
保
護

た
臣

民
の
全
髄

に
輿

ふ
乃
か
筆

」
藁

・

ヘ
ノJ

或
.は

君
主

に
漑

し

一
般

豫
算

よ
り
し

て
支
出

せ
ら

る

、
王
室

費

の
不
十

分
な
る

こ
ε
の
爲

め
、
其

代
り
.ε
し
て

(君
主

不
裸

視
亦
た
止

む
を
得
す

ざ
も
見
ら

る

、
(註
二
九
)
。
併
し
其

ば
王
室
費

の
豊

か
な

る
庭

に
は
當
ら
な

い
の
み

な
ら

す

、
共
私
有

財
産

の
豊

か
な
庭

に
も
當
ら
な

い
(註
三
〇
)。
加
之

、
王

室
費

の
不
十

分
な

る
だ
け

に
て
は

、
其

方
を
相
當

ナ

分
に
な
る

や
う

に
す

べ
き
で
め

っ
て
、
其

あ

る
が
故

に
直

に
課
税
す

べ
き
も

の
を
課

税
せ

澱
ε

い
ふ

の
は
宜

し
く
な

い
。

一
方
増
す

べ
き
方

は
相

當

に
増

し

て
、
他
方
出

し
て
頂
く
も

の
は
出

し

て

い
た

ゴ
い
た
が
良

い
(註
三

)。

勿
論
我
邦

に
適
用
す

る
ε
し

て
は
租

挽

こ

い
ふ
名
義
は
避
け

た
上

で

の
事

で
あ
る
。

(註

二
九
)
ロ
ソ
ツ
ば
、
今
日
で
は
む
し
ろ
、
墨
室
費

の
決
定
に
於
て
ば
租
税
免
除
が
前
提
ぜ
ら
れ
、
臨

ふ
て
君
主

の
光
輝
及
之
ご
結
付
き
九
ろ
代
表

、

義
務

の
貴
行
が
維
持
ゼ
ら

ゐ
べ
き
と
告
に
に
、
皇
室
費

の
引
上
が
避
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
ろ
こ
い
ふ
・
、
ざ
に
て
論
ぜ
ら
る
ε
い
ひ
ー
シ

エ
フ

レ
ー
塊
、
人
は
精

花
、
対
生
及
其

↓
族
の
蝿
稔
の
腰
止

が
、、
王
室
氈

鹿
隼
金

の
引
上
的
整
理

々
條
件
す
べ
き

こ
ご
な

い
ふ
こ

ε
な
得

る
ご
い
ふ
て

居

煽論

叢

納
税
鏑
務
寮

・
し
て

の
丙
藏

第
+
六
巻

(筑
四
號

[
五
)

五
九
七
.

28)
29)

30)

Nむldeke,a.a,0.S,36.

Murhard,TheodeandPolitikderBesteuening ,S.II,

Lotz,a.a.O.S,267,Sch乳fHe,a.a.P.S .268.



論

叢

納
税
義
務
者

と
し

て
の
内
職
.

第
十
六
巻

へ第
四
號

=
C

五
九
八

鋤

(讐

δ

)
望

フ

・
-
ば
・
曲
事
に
特
皇

室
の
家
族
財
産

の
大
な
肇

は
殆
ん
ご
+
分
蓮

由
こ
は
な
り
響

る
あ

置

ふ
て
居

ろ
。

(註

三

ご

ヲ
ル
か
一
に
、
貨
幣
便
値
の
低
下
に
よ
り
鯨
り
に
低
く
な

っ
た
皇
室
費
な
高
め

る
ご
ざ
は
頗

る
貫
く
辯
護
ぜ
し
む

う
も

、
夫
の
特
櫨
11
熱

腸

ら
す
ε
い
ふ
。

ラK
或

は
王
室
費

は
不
裸
視
を
前
提

ε
し
、

そ
し
て
王

有

の
特
定
財

産
が
歴
史
的

に

】
の
王
室
費

に
代

る

べ
き
も

く
の
`

い
ふ
意
味

を
有
ち

、
又

は
国

君
が
國
.家

に
提
供

し

だ
る
財
産

の
報
償

`
し
て
、
君
主

の
手
許

に
硬

さ
れ
た

る

財
産

の
菟

挽
が
與

へ
ら

れ
た
も
の
で
あ

る
か
ら
、
此
冤

視

を
維
持

し
な
く

て
は
な
ら

楓
〔註
三
二
)、

こ

い
ふ
論

も

あ

る
。
け

れ
ご
も
比

高
、

さ
る
歴
史

上

の
根
檬

の
存
す

る
所

に
の
み
當

り
、
然

ら
ざ

る
所

に
は
當

ら
な

い
。
叉
左
様

の
こ
ご
は
時
勢

の
攣
化

ε
共

に
政
定
す

る
こ

ε
も
出
來

、

永
久
動

か
す

べ
か
ら
ざ

る
も
の
ε
は

い
ふ
こ
ε
を
得

諏
。

(註
三
=
)ア
ン
ト
ニ
ー
に
、
王
室
費
及
雪
生
並
に
其
一
族
ド
任
か
さ
れ
た
ろ
御
料
地
よ
り
の
所
得
奄
課
擁
す
ゐ
二
建
は
、
此
財
源
の
歴
史
上
の
獲
達

17
存
す
る
理
由
よ
り
決
し
て
行
に
ゐ
べ
き
も
の
で
な
い
冠
此
に
多
く
ぽ
、
祥
て
彼
等
の
所
有
し
た
ろ
、
そ
し
て
今
ロ
ー江
國
に
移
さ
れ
療
ろ
土
地
の

報
償
芸

か
・
叉

-・
此
が
国
費
・・
し

て
認
め
ら
れ
た
る
玉
籖

の
畜

ε
し
て
定
め
ら

ろ
・
。
過
敏

芝

暑

し
蓉

日
も
国
王
が
租
税
義
務
あ

る
な
得

掩
ミ

ぜ
ひ
・
尚
侍
に
王
族
鼠
に
つ
い
て
に
、
彼
等
ん
直
接
競
に
引
く
、
噛
ご
ば
確
か
に
正
常

で
あ
ら
う
。
唯
だ
此
際
、
國
王
の
王
室
費
に
相

當
す

ろ
年
金
-
小
遣
蓼

こ

て
画
家
よ
り
彼
等

に
法
律
上
輿

へ
ら

を

も
?

課
税
に
、
奎

費

の
免
除
な
條
件
す
ろ
高

一
の
理
由
よ
り
解
す

鋤

べ
普

も

の
で

あ

ろ

ピ

い
ふ
て
居

ろ
g

D
唯
だ
舞

の
財
産
例
之
、
君
主

の
宮
城
の
如
き
は
爆

目
的
に
帥
ち
公
用

量

立
つ
も
の
ε
し
て
兎
視

巻

く
ら

る

べ
き

こ
ε
に
反
封
す

べ
き
何

も

の
も
な

い
(註
三
三
)。

そ
し
て
皇

室
費

の
如

き
も
亦
之
を
国
家
機
關
費

ε
し
て

課

税
物

件

の
外

に
置

く
も
至
當

で
あ
ら
う
。

31)
32)
33)

Sch巨 細e,a,a,0,S,268,

Walcker,a.a.0,S.a9.

AntQni,a,3.0,S.418-9.
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(註

王
卿=
)
シ

エ
フ

レ
ー

に

、
君
主

の
宮
城
及

其

他

の
宮

庭
建

物

の
爲

め

に
岐

益

税

の

免
除

が
認

め

ら

る

ろ
為
得

ろ
。

何

こ
な

れ

ば
此

等

の
も

の
に

君

主

に
於

て
國

家

目
的

に
用
立

つ
か
ら

ミ

い
ひ
、

ア

ン
ト

ニ
ー

も

、
國
蓉

に
属

す

ろ
王
城

(附

属
建

物

庭
園

ミ
共

に
)
が
免

税

さ

み
る
ε
き

に
、
此

ば

別

に
彼

(人

民

の
競
争

心
困

難

ミ
す
.る
の
故

に
正

看
な

課
税

す

べ
し

ξ

い
ふ
く

.、)
ぐ、
矛
盾

し

な

い
9
此

等

の
物

は
誰

圭

の
地

位

の
光

輝

な
張
く

す

み
こ

ミ
に
用

立

ち

-
君
主

に

必
要

に
し

て
避

く

べ

か
ら

ざ
.み
も

の
で
あ

る
。

そ

し

て
彼

が
之

た
自

己

の
方

便

よ
り
建

設

し
能

に

ざ

ろ

こ
巷

に
に

、

画
家

が
彼

に
此

の
如
春

も

の

秘
提
供

し

な

く
て

に
な

ら

ぬ
も

の
で

あ

ろ
。
彼

か
比

物
艦

に

つ
音

課
税

す

み
こ

、こ
は
界
雷

こ

い
ふ
よ
り

ば

不
公

正

ミ

黝

い
ふ

べ
音

で

め

ら
う

ミ

い
ふ
。

ラニ
課
税
の
理
由
i

次
ざ
に

ー
ー、A

君
主
を

も
課

税
し
た

い
ご

い
ふ
説

の
第

一
の
根

撮
は

、
之
を
不
課
税

ε
す

む
な
ら
ば

、
君
主

の
所
騒

財
産

の

(
偶

々
多
く
存

在
す

る
地
方

に
於
け

む
地

方
財
政

を
し

て
、
國
の
裸

視
が
行
は

れ
た
ぼ
ら

ば
課
す

べ
か
り

し
附

加
税

収

入
を
學

る
こ
ε
を
得

ざ
ら
し

め
て
、

之
を
苦

し

め
、
叉
夫

の
財
産

の
有
無
人
小

が
地
方

に
よ
り
異

る
が
矯

め
に
、

地

方
間

に
不
公
平
を
生
ず

る
こ
ε

、
も
な

る
。
之
を

救

ふ

の
に
は
君
主

ε
錐
も
私
人

ご
同
等

の
課
税
を
受

く

る
こ

・し
、
な

る
の
が
望

ま
し

い
ξ
い
ふ
事

で
あ
る
。
右
も

我
邦

に
適
用

す
る

ε
し

て
は
飽
迄

も
租
税

ご

い
ふ
名

は
避
け

な
C

て
は
な
ら

臆
。
輩

に
挽

に
代

る

べ
き
も

の
ε

い
ふ
こ

ご
で
な
く
て
は
な
ら

ぬ
が
、
兎
毛
角

此

が
め
る

ε

い
ふ

こ
ξ
が
望
ま

し

い
Q

ラB
第

二
に
は
其
不
課
税

が
其

だ
け
国
家

の
財
政
を

不

利

ε
す

る
こ

い
ふ

こ
・し
で
あ

る
。
尤

も
比
熱

は
實

は
強

い

く
理
.由

で
は
な

い
。
君
主

が
國

似
爲

め
の
大
事
な
機
關

ざ
し

て
、
其

の
爲
.め
の
国
費

の
中

に
は
皇
室
費

ε
し
て
差
出

論

叢

納
税
義
務
者
ミ
し
て
の
丙
藏

、

第
十
六
巻

(第
四
號

一
七
)

五
九
九

既4)Scb註 田e ,a.a.0.S.268.An亡O.7,a.a.0.S,4【S-g.



論

叢

納
税
義
務
者
ぐ」し
て
の
内
臓

第
十
六
巻

〔第
四
號

一
八
)

六
〇
Q

さ
る

、
.も
の

、
外

に
、
君
主

に
封
ず

る
租
税

に
相

當

す

る
も

の
が
潜
在

し

て
居

る
面
此
、不
課
税
が
隠
然

た
る
國
嬰

也

ε
も
見
ら

れ
得

る
か
ら

で
あ
る
。

ラC
第
三

に
は
其

不
課
税

が
競
争
看

た

る
人
民

の
不

利
を
齎
ら

し
得

る
ε

い
ふ
こ
ξ
で
あ

る
。
此
は

君

主

の

凡

(
べ
て
の
財
産
及
所
得

に
當

る
の
で
は
な

い
が
.
少
く

ご
も
共

一
部

の
も

の
に
は
確

か

に
斯

の
如
し

ε

い

ひ

得

る

7

〔註

三
四

)
o

(註
三
四
V
ア

ン
ト

〒

11
.
国
君

の
私
有
財
産
が
問
題

ミ
な
う
だ
け

に
て

に
事
情

が
異

る
。
此
が
攻
釜
叉
に
所
得
な
生
で

を

き
に
・
此
が
常
に
不

動
塵
、
醤
難
文
値
其
他
に
て
攻
益
鳥
擧
げ
ん
こ
努
め
ら
う
ろ
。
之
に
よ
り
閣
君
が
其
臣
民
こ
競
争

に
進
む

こ
ご
に
な
ろ
。
此
際
資
本
利
子
税
よ
り

の
免
税
に
最
多
く
承
認
さ
れ
得

ろ
。
何

ぐL
な
れ
ば
混
生
の
私
有
財
産
の
當
該
投
資

に
、
臣

民
の
反
封
ず
る
利
益

ご
最
少
毒
衝
突
に
來

う
か
ら
で
あ

る
。
之
こ
異
り
、
國
零
心
墨
　業
税
、
地
租
家
屋
税
、
更
に
所
得
税

に
{引
く
こ
ぐL
に
、
所
得

が
不
動
産
及
厭冨
美
浜
り
生
ず

う
た
け
で
は
、
公
正
の
理

陶

曲
よ
り
要
求

さ
れ
な
く
て
に
な
ら
ぬ
こ

い
ふ
て
居
る
。

ラD

第

四

に

は

君

主

財

産

の
経

理

上

よ

り

い

ふ

も

其

無

視

で

あ

る

よ

b

は

有

視

で

あ

る
方

が

、

其

輕

理

を

】
層

嚴

F
(

正

に

す

る

ε

い

ふ

こ

ε

が

あ

る

Q

ラE

次

ぎ

に

君

主

に

關

す

る

凡

ぺ

て

の

も

の

の

免

税

が

行

は

る

、

ε

き

に

、

動

も

す

れ

ば

君

主

に

奉

仕

す

る

役

人

(

の

中

に

恐

れ

多

く

も

之

を

濫

用

す

る

も

の

を

生

す

る

ご

い

ふ

こ

ε

が

あ

る

(註

三
五
)
。

多

分

我

邦

な

ご

に

は

無

か

ら

う

ε

は

思

ふ

が

、

宮

内

吏

員

ε

て

人

間

で

め

る

か
ら

、

萬

が

一
に

も

此

の

如

き

こ

ご

を

生

せ

沌

ご

保

護

は

出

家

諏
。

そ

し

て

典

則

來

π

場

合

し

累

を

皇

室

に

及

ぼ

す

ε

い

ふ

こ

ご

を

心

配

し

な

く

て

は

な

ら

漁

。

35)ゴ ～ntQl.i,a,a .0.S.4【8.

咽



甲

も

し

(註

三
五
)
シ
ラ

・
1
に
、
消
盗
視

〔関
税
)及
市
の
消
費
税

(瓦
斯
逸

の
免
税
匡
、
君
主
の
名
か
借

る
所
の
濫
用

の
爲
め
に
(第
三
者

に
よ

ゐ
濫
用
)

勤

む
し
ろ
全
く
腰
止
す
べ
き
も
の
だ
ざ
い
ふ
て
勝
ろ
。

ラ・F
此
免
税

の
存
在

が
少

く

ε
も
新
時

代
の

一
部

の
人

の
頭

に
は
良

き
印
象
を
與

へ
澱
円

い
ふ

こ
ご
で

め

る

(註

(
三
六
)。

其
は
我
邦

に
於

て
は
起

る

べ
か
ら

ざ

る
こ
ご

だ
ε

い
ふ
風

に
も
考

へ
る
こ
ε
が
出
來

の
で
は
な

い
が
、
併

.

し
我
邦
の
人
こ
て

】
人
の
人
間

ご
し
て
は
左

る
考
を
持
た
の
ざ
は
保
護
が
出
家
な
い
。
責
任
あ
る
當
局
者

己
し
て

は
良
く
く

考

へ
て
見

な
く

て
は
な
ら

漁
こ
縞
で
め

る
。

〔註

冒
=
(
)
フ
ル

カ
ー
に

、
此

特
櫻

陣μ
幽
ハ論

よ
り

見

て
、
廓
釜

な

み
保

山寸
⊥王
義
者

及

白口
出

主
義

者

に
も
W異
き

印
象

心
組
ハ
へ
ず

、
そ

し

て
描芯
咄遇
主

義
温石
及

鋤

祉
會
主
義
者
よ
り
し
て
は
、
反
君
主
的
の
目
的
に
頗
ろ
多
く
利
用
さ
れ
得
ろ
ぐ」
い
オー
て
居
る
。

ラ

ラ
ラ

G
夫

の
不
課
税

が
前

記

の
E
F

ざ
相
待

っ
て
、
動

も
す

れ
ば

一
部

の
國
民

に
脱

税
の
動

機

ε
な
b

(註
三
七
)、

之

(
(

`
反
射

に
課

税
又
は
撹

に
代

る

べ
き
も
の

、
給
付

に
よ
b

て
、

一
般

国
民

の
納
税

を
民
衆

的
な
ら

し
む

る
こ
ど
が

出
来

る
(詫
三
九
)。
御

上

さ

へ
斯

の
如

く

に
渡
ら

せ
た

ま

ふ
`

い
ふ

こ
ε
は
納

税
道
義

の
普
及

に
は
甚

だ
良

き
結
果

を
與

ふ
る
こ

ε
で

勿
論

}
方

皇

室

に
於

か

せ
ら

れ

て
其
爲

め
脛
濟

上
御

不
知
恵

の
こ
ど

、
も
な
ら

ば

、
其

だ

け
は
皇
室
費

の
増

加
を
僻
す

べ
き
で
な

い
が
.、
併

し
他

面
、
税

に
當

る

べ
き
も

の
は

御

自
獲
的

に
.
御

給
付

あ

る
の
が
宜

し
く
は
な

い
か
ε
、
恐

な
が
ら
考

へ
る
。

鋤

〔註
諸
=
」
)
フ
ル
カ
ー
に
、
ヰ
ハの
特
権

が
且且
族
及
茸
{他

の
富
者
な
租
税
特
権
叉
は
脱
税
の
方

へ
の
蓋
{刀
に
誘

ふ
ミ
い
ふ
イ」
日
脚
る
9

(註
三
八
)
コ
ン
フ
ー
ド
に
、

(英
国
及
伊
太
利
で
国
王
か
自
獲
的

に
所
得
税
海
綿
む
み
こ
ご
、
な

つ
大
鳥

め
に
)
疑
も
な

く
租
税
が
大

r
通
俗
ぐ」
な

論

叢

納
税
義
務
者

亡
し
て
の
内
職

第
十
六
巻

(第
四
號

一
九
)

六

〇

一

36)
37)
38)

Schaffle,a,a、0,S,268.

Walckes,a.a.0.S,29.
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論

叢

納
税

義

務
者

ぞ」
し

て
の

殉
職

第

十
六

巻

(第

四

號

,
二
〇
)

六

〇

二

の
丸

染
艪
脚が
質

権
岬な
宣
凹ん

で
引

受

く

る

こ
ミ

ε
な

っ
た

乏

い
ぶ

て
居

る
。

珊
終
息

君
主
が
財
産
を
有
ち
之
よ
b
し
て
牧
人
を
翠
ぐ
る
ご
い
ふ
・
ε
は
、
君
主
が
主
権
者
こ
し
て
又
は
國

の
機
關

£
し
て
之

を
行

ふ
の
で
は
な

く
、
軍

に
英
君

生

に
奉
仕

す

る
内
藏

の
責
任
者

が
私

的
子
孫

に
て
行

ふ

ε
見

る
を

得

る
(註
三
九
)。
随

ふ
て
此

れ
だ
け

に
て
課

税
を
受

ぐ

る
も
當
然

ε

い
ひ
得

る
。
挽

に
代
る

べ
き
も

の

、
給
付

は
決

し

て
不
當

の
こ
ε
で
は
ぽ

い
。

(註
竃
九
)前
出
註
二
三
参
照

ヨ
實
現

の
方

法
一

以
上

い
ふ
如
く
で
あ

る
か
ら

、
皇
室
費

、
皇
城

の
如

き
特
殊

の
も

の
を
除

き
て
、

一
般

に
は

く内
職

に
謝

し
課
枕

し

て
も
頁

い
ε
い
は

な
く

て
は
な

ら

ぬ
(註
四
〇
)。
け

れ
ざ

も
從

來
永
く
不
課

税

で
あ
り
、
人
民

の

一
般
戚

情

上

か
ら

し

て
も
之

が
課
税

を
不
穏

當

`
す

る

の
親

が
あ
ら
う

し
、
特

に
日
本

の

皇

室
の
如

き
特
殊

な

る
愈
敬

の
標
的

た

る
も

の
に
課
税
を

遠
慮

す

べ
き

も
の
あ
る

の
故

に
差
控
ゆ

る
ε
し
て
、
併

し
内
職

の
立
場

ご

し
て
は
不
課
税

に
甘

ん
ず

る
こ
ε
が
、
今
、日

の
動

も

す
れ
ば
動
揺

し

つ

＼
あ

る
就

會
思
想

の
情
勢

の
下

に
は

、
不

逢

の
徒

に
乗

ず

べ
き
間
隙

を
見

出

さ
し
む

る
の
懸
念

も
あ
り
、

そ
し
て
上

に

い
ふ
如

き
内
蔵
課
税

の
根
櫨

も

あ
り

且

つ
不
課
挽

の
弊

害
及
困
難
も

あ
り
ε

い
ふ
に
於

て

、
特

に

下
賜
金

ε
し

て
税

に
代

る

べ
き
も

の

＼
下
付

さ
る

る
こ
ε
に
な

れ
ば
結
構

の
事

ε
思
は

る

＼
。
.

(註
四
〇
)諸
多
の
學
者
乱
吟
肯
定
さ
れ
て
居
ろ
。
例
之
、
ム
ル
ハ
ル
ー-
に
、
典
権
威
(圭
権
者
た
る
)の
呉
乱
看
た
る
自
然
人
は
齊
℃
く
之
に
よ
り
て

霧9)⊂onl'ad,a,a.0.S.26、

㌔

、

.
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保
護

ぜ
ら
れ
、
其
自
身
の
欲
望

な
有
し
、
随

ふ
て
画
家
の
貢
摺

に
よ
り
て
分
塘
歪
な
辿

る
㌧
こ
ε
に
出
来
な

い
ミ
い
ひ
、
フ
ル
カ
ー
は
、
鴛
主
及

一
族

の
免
税

の
特
捜
が
、
歴

兄
上
世
襲
國

の
君

主
所
有
地
纒
濟
よ
り
観
明
す
べ
く
、
併
し
貨
幣
縄
濟
的

の
法
治
国

に
て
に
時
代
錯
誤

ざ
な
り
、
其

排
除
が
大

に
勧
む

べ
音
で
あ

ろ
乏
い
ひ
、
グ
ル

ン
ツ
エ
ル
も
近
世
憲
法
國
で
は
・
公
庄

よ
り
課
税

一
般
が
生
じ
・
或
租
税
特
灌

は
之
ご

㎝
致
ぜ
ず

ざ
い
ひ
、

コ
ー

ン
に
・
薔
時
代

の
遣
物
た
る
肝
圭

の
免
税
が
多
数
民
の
辯
護
者
よ
り
亡
℃
に
、
多
く
は
圃
民
な
塵
迫
す

る
も
の
で
、
不
公
正
な
も

の
ご
誹
謗
ぜ
ら
れ
て
、
此
に
不
完
全
な
る
租
税
公
正
の
唯

一
の
逃
握

ε
な

る
ざ

い
ひ
、

コ
ツ
サ
ぱ
、
租
税

一
般
に
物
的
及
人
的

の
凡
べ
て

の
特
権

の
排
除
に
存
す
る
。
何

ε
な
れ
ば
政
治
上

の
結
合
の
善
行
に
關
興
し
、
全
都
久
に

一
部
、
之
に
蹄
マ
ゐ
所
の
員
櫓

な
迸

る
＼
所
の
自
然
人
及
法
人

の
存
す
ろ
・
ト・㌧
に

不
公
正
で

あ
み
か
ら
ε
い
ひ
、
ラ
ウ
に
、
認
め
ら
れ
た
る
原

則
F
よ
れ
ば
、
国

君
も
共
私
有
財
産

に
つ
毒
此

(課
税
さ

ろ
べ
春

も
の
)

に
嚇
す
ε
い
ひ
、
プ
ア
イ
フ
ア
ー
も
、
純
所
得

た
有

つ
各
の
㎜國
家
従
聾
者
に
當
妖
"、
櫓
粗
幌
に
引

か
る
。へ
く
、
随
ふ
て
国
君
も
が
葺
ハ私
有
一財

40

産

よ

り
薙

ぐ

ろ
所

の
所
得

ド

つ
音

て

然
リ

ミ

い
ふ
。

其
二

君
主
の
地
方
税
義
務

鋤

地

方
税

に

つ
い
て
は
如

何
ε

い
ふ
に
、
此

は
畢
竟
す

る

に
國
現
高
擢

の
派

生

に
外
な
ら
す

し

て
、
國
税

が
君
主

に
も
課

せ
ら

る

べ
一し
ε
い
ふ
な
ら
ば

、
相

當

の
場
合

に
地
方

税
も
亦

π
課

せ
ら

る

べ
し

ε
い
ふ

こ
ε
を
得

る
。

そ

ラ

ラ

ラ

ラ

し
て
上
記

、
国
税

に
關

し
て
説

き
た

る

一
の
F
ご
二
の

B
ざ

の
外

は

、
国
税

に

つ
い
て
述

べ
た

る
も

の
が
大
膿
地

(

(

(

(

方
税

に
も
準
用

さ
れ

る
こ
ε
が
出
來

、
君
主

の
地

方
課

税
を
肯
定

し
得

る
こ
ε

、
な

る
。
.尤

も
之
を

我
邦
に
適
用

す

る
ε
し
て
.は
、
感
情
上
不
穏
當

こ
す

る
所

の
も

の
も

あ
る

か
ら

、
必
ず
し

も
其
鰹

認
む

る
こ
蓬
は
出

來
す

ざ
し

て
、

せ
め
て
特

別
下
賜
金

ε
し
て
税

に
代

る

べ
き
も

の

が
内
臓

よ

り
給
付

さ
れ
た

な
ら

ば
宜
し

か
ら
う

ご
思

ふ
。

論

叢

納
税
義
務
者
ご
し
て
の
内
藏

・

策
士

ハ巻

(第
四
號

二
こ
.

六
〇
三
.

40)

41)

脚IurhaL.d,a.a.0.S.H,Walcker,a.
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N61deke,a,a.0.S,46,
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論

叢

納
税
義
務
者

こ
し

て
の
内
蔵

結

論

第

十
山ハ
巻

〔第

四
號

一
=
一)

山ハ
○
囲
…

」
要
之
、

煮
圭
不

課
税

が
必
ず

し
も
動

か
す

べ
か
ら
ざ

る
も

の
で
は
な

い
。
外

国

で
あ

っ
て
見

れ
ば
之

が
課
税
を

躊
躇

す

べ
き
程

の
も

の
で
な

い
。
唯

だ
我

邦

に
適

用
す

る
ど
し
て
は
、
強

き
国
民
道
徳

叉
は
威
情

論

か
ら

の
反
封

が

あ
ら
う

が
、
黙

り

ε
て
此
盤

に
し
て
置
(
欝

め
に
生

す

る
幾
多

の
弊
害

も

あ
る
か
ら

、
此

智
者

へ
彼
を
慮

っ
て
、

内
職

よ
り

し
て
の
下
賜
金
名
義

に
依

る
交
付

ε
い
ふ

ご
ε
が
特

別
例
外

の
場
合
を

別

ε
し
て
は
大
艦

適

切
な
慮

置

で
は
な

か
ら
う
か

ε
恐
れ
な
が
ら
考

ふ
る
次
第

で

あ
る
。


